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論文内容の要旨

本論文は，鋼構造による海洋構造物の補修，修理や改修において湿式水中溶接法を適用するに際し，

従来よりの軟鋼棒，高張力鋼棒あるいはオーステナイト系ステンレス鋼棒を用いた場合，その品質ある

いは耐割れ性に多くの問題点のあることを明らかにし，乙れを改善するため，高クロム系ステンレス鋼

棒を試作し，その溶接棒の諸特性について，実験的検討や実施工時における溶接性，作業性について検

討した結果をまとめたもので，次の 7 章より構成されている。

まず第 1 章は緒論で，水中溶接の技術開発に関する内外の研究状況について概論し，特iと湿式水中溶

接における溶接棒の開発の必要性と技術的課題を指摘している。

第 2 章では，軟鋼系被覆アーク溶接棒を用いて湿式水中溶接を行い，溶接継手部の冷却特性，硬度分

布，金属組織および拡散性水素量などについて検討を行い，軟鋼系棒では充分靭性i乙富む溶接部は得ら

れにくいことを指摘している。

第 3 章では，軟鋼系，高張力鋼系およびオーステナイト・ステンレス鋼系溶接棒により水中にて溶接

割れ試験を行うと，溶接部に低温割れや高温割れなどの溶接欠陥が生じ易く，良好な結果は得られない

ことを指摘し，それらの結果をもとに，シェフラーの組織図より高クロム系ステンレス鋼溶接棒を開発

すべきであることを述べている。

第 4 章では，試作した高クロム系ステンレス鋼溶接棒を用いて各種溶接割れ試験を行い，拘束応力や

組織観察，破面解析などの実験的検討を加え，本溶接棒の有用性について述べている。

第 5 章では，前章の結果をもとにして，水中溶接継手部の基礎的性質について検討した結果，本溶接

棒が湿式水中溶接用の溶接棒として極めて効果的である乙とを明らかにしている。

-493-



第 6 章では，試作溶接棒の実施工時における溶接性や作業』性について検討し ビート形状や X線透過

試験，溶接作業者による作業性試験などにより，水深 7mの海水中でも良好な溶接結果が得られること

を明らかにしている。

第 7 章では，本研究によって得られた結果を結論として総括しているo

論文の審査結果の要旨

本論文は，鋼構造の海洋構造物の補修，修理または改修において，湿式水中溶接法を適用するに際し，

まず従来の軟鋼棒，高張力鋼棒あるいはオーステナイト・ステンレス鋼棒を用いた場合，溶接部の品質

や耐割れ性l乙多くの問題が生じることを明らかにし，これを改善するため，高クロム系ステンレス鋼棒

を試作し，その溶接棒の諸特性についての実験的検討や，実施工時における溶接性，作業性について検

討した結果をまとめたもので 得られた主な知見は次のとおりである。

(1) 軟鋼棒およびオーステナイト・ステンレス鋼棒を用いて実際に湿式水中溶接を行い，溶接継手部の

冷却特性，硬度分布，金属組織，拡散性水素量および割れ感受性に関する基礎的検討を行い，軟鋼棒

を用いたときには溶接継手部の品質に問題点を生じ，また低温割れ感受性が極めて高いこと，オース

テナイト・ステンレス鋼棒を用いたときには継手の品質は良好であるが，高温割れを生じやすい乙と

を指摘し，湿式水中溶接専用の新たな溶接棒開発の必要性を示唆している。

(2) 湿式水中溶接において，良好な品質の溶接継子部を得，また充分な耐割れ性を有する溶接部を得る

ためには，高クロム系ステンレス鋼棒により溶接することが最適であることをシェフラー組織図から

推定し，実際にこの種の棒を試作して溶接したところ 継手の基本的諸性質は充分満足すべきもので

あり，また耐割れ性にもすぐれている乙とを実験的に確認している。

(3) 試作高クロム系ステンレス鋼棒の実際の使用時における溶接性や作業'性について検討し，水深 7m

の海水中においても良好な溶接結果が得られることを明らかにしている。

以上のごとく本論文は湿式水中溶接において充分満足し得る高品質で しかも耐割れ性にすぐれた溶

接継手部を得るための新しい高クロム系ステンレス鋼棒を開発するための経緯と，そのすぐれた結果に

ついて実験的および実施工的に証明したもので 溶接工学 溶接技術進歩に寄与する点は頗る大である。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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